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秋田県藤里町に分布する薄井沢層の一露頭における軟体動物化石

山本 和美☆．渡部最☆☆
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1．はじめに

秋田県北部藤里町付近に分布する薄井沢層（平

山・角1960)は，軟体動物化石を多く含む．

筆者らは藤里町薄井沢における本層の一露頭か

ら多量の軟体動物化石を産するという情報を得，

主としてIll本が2008年6月から2009年10月の間

に、資料収集活動の一環として数lIlの調査を行っ

た.Chinzei(1973)と高安ほか(1986)は本地

域の化石産地を図示しているが，この露頭は比較

的最近土砂の採取によって形成されたものなの

で，それらには示されていない．

本露頭の軟体動物化石は個体数が非常に多い

が，化石そのものが比較的脆弱であるために良好

な標本はそれほど多くは得られなかった．しかし

これまで化石産地として知られていなかった露頭

なので，その調査結果を報告する． 第1図化石の産地（●の地点）

lXIは国土地理院発行2万5千分の1の地形m「藤琴」
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2．薄井沢層とその軟体動物化石

平山・角(1963)によれば，薄井沢層（鮮新統）

は下位の小比内沢層のシルト岩砂岩互層から漸移

し，主として塊状の中～粗粒砂岩からなる．本層

は七座背斜の西側，藤琴部落を中心に盆状に分布

し，さらに西|隣の能代図幅地域内まで広く連なっ

ている．

能代図'幅内では，本層は笹岡層と呼ばれている

(大沢ほか,1984;高安ほか,1986).

薄井沢層の軟体動物化石については平山・角

(1963)が報告している．さらにChinzei(1973)

は，薄井沢層とその下位の小比内沢層分布域の軟

体動物化石について，二ツ井付近の鮮新統の貝類

群（大桑万願寺動物群）という観点から詳細な調

査を行い，岩相の分布に規定された5つの群集を

認めた．

3．化石産地と化石の産状

今回調査した化石の産地を第illに示した．こ

の露頭の位置は4015'42"N,14014'43"E

である．

本露頭の層序を第3図に示した．

本露頭では，ほぼ水平な薄井沢層が厚さ約20m

にわたって露出している．その下部は厚さ約12m

の暗灰色砂岩（A・B）からなり，上部は8mの

茶褐色砂岩(C)からなる．

露頭の最上部は厚さ5mの篠や粗砂からなる段

丘堆積物で，薄井沢層の茶褐色砂岩を不整合に覆

っている．

本露頭における薄井沢層は全体が塊状の細粒砂

岩で，粒度に大きな差はないが，A・Bの固結が

やや進んでいるのに対してCは軟弱である．

Aの部分は第4図のような生痕化石を多量に含

む．軟体動物化石は見られない．

Bは軟体動物化石を多量に含む．'I'部と上部に

化石が密集しており，その間は化石が比較的散在

した状態にある．化石の殻は脆弱であるが，よく

保存されている．また，二枚貝では向殻を合わせ

た個体が目立つ．

Cでは下部に軟体動物化石が散在する．殻は溶

解されて残っていない．
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第1表本露頭から得られた軟体動物化石

産出位置・産出頻度
種名

C|弓

、"･ﾉー"e"αsaisﾉz"ensisYokoyama

Naticidae

Ⅳピノ)"ｨ"easp.

Ac"α〃αAαこ""αiOtuka

GA℃w"eﾉisvessoensis(Sowerbv)

Pα""opecten(Mizuhopecten)poculum(Yokoyama)

Moniα"'αclosc/"s"ta(Deshaves)

Pelα"だ"α〃sta(Gould)

Meﾉ･“"α〃αsp.

Ca""ﾉuicaadc""〃(Reeve)

Phacosomasp.

M¥ac""gb""is(Bohm)

刀"αcjαkaki""α"a(Yokoyama)

C

ｒ
ｒ
ａ
ｒ
ａ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ａ

C

産ffl頻度:r(今匝lの採集量1-2個体)、c(今皿|の採集量3-1011体)、a(今lⅡ|の採雄量11個体以上）

kaki""α"αもまったく含まれない．またCに多い

71"γ"e"asaishuensisはBからは産出しない．この

ようなBとCとの種組成の相違から,BからCに

かけての堆積当時，海況の変化があった可能性も

考えられる．しかしCの化石は種数が少なく，具

体的には|ﾘ}らかにできない．

なおChinzei(1973)は，本露頭の約1km南方

の露頭(Lociから,c""ocardii"〃sp.,

P("othacaac/αﾉ"si,Dosinia/αﾉ〕o"にα,Macoﾉ"α

tokvoensisの産出を報告している．本露頭との共

通種もあるが，本露頭の多産種は産出していない．

Chinzei(1973)のLociは本露頭と岩柑的に共通

し，層位的にも近いと思われるが，種組成はかな

り異なっているようである．

4．本露頭から得られた化石

本露頭から得られた軟体動物化石を第1表，第

5図に示した．

第3図Bの二枚貝化石は，先述したように而

殻を合わせた個体が多い．ことにThracia

AaA""'α"αは片殻の個体が見当たらない．また生

時は底質に潜入せず，その表nilで生活する

Pα""oﾉ)“/ど〃は，一般的にはほとんどの場合片殻

で得られるが．この露頭ではP.pociih"〃が高い頻

度で両殻を合わせて産出する．その他大部分の種

でも合殻の個体が見出される．

こうした産状から見ると,Bに含まれる化石は，

生息場所からほとんど移動しないまま化石化した

と考えられる．

種が|両l定された化石のうち現生祉では，｜暖流系

のものは見られず，すべてが現在北海道あるいは

それより北方の海域を中心として生息している．

またそれらは浅海区上部を中心に生息する種であ

ることから、Bの軟体動物群は，寒流域の浅海の

群集と推定される．“

第3図Cでは,Bとの共通種がAc"α〃αAαこ""〔〃

だけで、Bに多いPα""opaγど〃DOC"/""'や刀"a(ill
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第5図（次ページ）の説明

1.Ac"α〃αkaz""αiOtukaReg,No・AKPM747-103,殻長16mm'合殻．よく膨らむ．

2.Gﾊ'cymerisvessoensis(Sowerby)Reg.No.AKPM747-100,殻長30mm'合殻．膨らみは弱い．表面はや

や保存が悪いが，主として外形と放射肋の形状から本種に同定できる．

3.Felα"花"αusta(Gould)Reg.No.AKPM747-135,殻長19mm'片殻．殻は薄く，表面は平滑．

4.Moniα〃Iacr“cﾙﾉs'"a(Deshayes)Reg.No.AKPM747-136,殻長51mm+'片殻．不完全な標本で，筋痕

なども観察できないが，殻表にやや不規則な細い放射肋があることなどにより本種に同定できる．

5,6.Pα""opec花〃{Mizuhopeeだ"）ノ〕oc"/I"〃(Yokoyama)5.Reg.No.AKPM747-78,殻長46mm,6,Ree,

No,AKPM747-115,殻長73mm'いずれも合殻．頂角は約no度．左殻(5)は膨らまず，右殻(6>は

多少膨らむ．放射肋は高く方形でその上はやや円い．肋数は左殻が30本，右殻が31本．全而に網目状彫

刻があり，ことに左殻と，右殻の肋間で顕著．本種の平均的放射肋数は36本程度とされ(Masuda.1962),

これらの標本ではそれより少ないが，放射肋の形状から本種に同定できる．

7.Merce"αriasp,Reg.No.AKPM747-131,殻長48mm'.片殻．外形はM.stimpsoniに似るが，背縁がやや

直線的で盾面が顕著．表面が崩れていて，その状態がまったく観察できないこともあり，属までの同定

にとどめた．

8a-b.Mvαα"leiformis(Bdhm)Reg.No.AKPM747-139,殻長66mm+:合殻．殻はほとんど残っておらず，

殻後部は欠けている．殻前部で強く膨らみ，套線は深く湾入する．

9a-b.77''flc/flkak""Iα"a(Yokoyama)Reg.No.AKPM747-98,殻長75mm'.合殻．左殻は完全であるが右殻

は殻頂部から殻央部にかけて失われている．左殻は膨らみ弱く，右殻は多少膨らむ．

10.Call"hacααdamsi(Reeve)Res.No.AKPM747-133,殻長36mm+:合殻．よく膨らみ，表面は輪肋と

放射肋が交わって布目状になる．

11．Phacosomasp.Reg.No.AKPM747-134,殻長63mm+'.片殻．表面は磨耗している．多数の輪肋がある．

小月面は深くくぼみ，二重にならない．

12.刀"r"E"αsaisﾉtuensisYokoyamaReg,No,AKPM747-140,殻長45mm+'.殻は完全に溶解され，残ってい

ない．各層に3本の顕著な螺肋がある．

13a-b.Neptuneasp,Reg,No,AKPM747-137,殻長36mm'殻はやや薄く縫合は浅い．肩に1肋，その下にや

や弱いl肋があり，そのほか全面に弱い螺肋と縦肋がある．

14.Naticidaegen,andsp.indet.Reg.No.AKPM747-104,殻径28mm'殻がほとんど残っていない．タマガイ

科であることは確実であるが，膳部など細部の形態が観察できないため，属・種の同定が不可能．

*標本の産出位置:12は第31*1C，他は第3図B
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5.おわりに

今回の調査は化石資料の収集を目的として行っ

たものなので，調査対象が化石を多産する単一露

頭に限られた．この露頭では採集を重ねることに

よって種数が増えることや，良好な標本が得られ

ることが期待できる．今後も本露頭からの収集を

続けたい．

また調査地域を拡大し，薄井沢層全体や小比内

沢層の化石についても収集し，秋田県北部の鮮新

統の軟体動物化石の全容を明らかにすると共に，

当館資料の充実に努めたい．
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